予算要求資料
平成28年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：中小企業振興費　　　
	事業名　新　ｿﾌﾄﾋﾟｱｼﾞｬﾊﾟﾝｾﾝﾀｰ外壁改修工事費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　商工労働部　新産業振興課　拠点指導係　電話番号：058-272-1111（内3112）

　　　　　　　E-mail：c11353@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　　8,794千円（前年度予算額：－　千円）
　（総額：174,326千円【債務負担行為H28-29：166,000千円】）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	8,794
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,700
	94

	決定額
	8,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,700
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
ソフトピアジャパン（ソフトピアジャパンセンター、ドリーム・コア、ワークショップ２４）の外壁及び屋上の修繕に要する経費。

ソフトピアジャパンセンターは竣工後２０年（Ｈ８年２月竣工）を、ドリーム・コアは１６年（平成１２年３月竣工）をそれぞれ経過するが、いずれも大規模修繕をまだ行っていない。
建築基準法第１２条に基づく点検や指定管理者による日常の管理点検を行った結果、外壁等のシーリングの劣化や鉄部の錆の浸食が進んでおり、漏水箇所があることが判明した。現に、台風など大雨の時に、外壁の劣化等が原因と思われる雨漏りがたびたび発生している。
そのため、外壁のシーリングの塗替え等を行うことで施設を長期的にまた安定的に管理運営する体制をつくる。なお、安心して安全な施設を利用できることがＩＴ関連企業の集積・入居率の向上や、施設の貸出利用に繋がる。
（２）事業内容
　　　センタービル及びドリームコアの外壁等のシーリングを修繕する。

設置工事【債務負担】
　　　　期間：平成２９年３月から平成２９年８月まで（予定）
３　事業費の積算内訳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
	
	Ｈ２８
	Ｈ２９
	計

	工事請負費（債務負担）
	０
	１５９，５１９
	１５９，５１９

	委託料
	８，７５４
	５，２５３
	１４，００７

	実施設計

工事監理（債務負担）
	 ８，７５４
０
	－

５，２５３
	８，７５４

５，２５３

	事務費
	４０
	７６０
	８００

	合計
	８，７９４
	１６５，５３２
	１７４，３２６


（事務費内訳）

Ｈ２８：旅費　　２、消耗品費　１８、燃料費　５、 役務費　１５
　　 Ｈ２９：旅費１００、消耗品費３００、燃料費６０、 役務費３００
	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

◆ソフトピアジャパンのＩＴ関連企業の集積や優れた情報基盤を活用し、地域産業の高度化を担う産業人材を育成・供給し、地元のＩＴ企業の競争力を強化する。

事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
建築基準法第１２条に基づく点検や指定管理者による日常の管理点検を行った結果、外壁等のシーリングの劣化や鉄部の錆の浸食が進んでおり、漏水箇所があることが判明した。現に、台風など大雨の時に、外壁の劣化等が原因と思われる雨漏りがたびたび発生している。外壁のシーリングの塗替え等を行うことで施設を長期的にまた安定的に維持管理できる体制をつくる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ソフトピアジャパンセンター入居施設入居率
[課内指標]
	センタービル、アネックス及びドリーム・コア

62.7%  

（H17）
	79.8%
（H26.4.1現在）
	75.3%
（H27.4.1現在）
	72.1%
（H27.10.1現在）
	80.0%
（H32.4.1現在）
	90.1%

	
	ワークショップ２４

54.1%
（H25.3）
	
	
	
	
	


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	入居者及び利用者に不利益を与えないよう、不断の施設維持が必要。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	施設維持のための必要最低限の改修を実施。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	中長期保全計画を作成して、優先順位の高い必要な修繕を実施し、経費の節減を図っている。また、共通の足場代がかかる工事を合わせて施工するなど、経費の削減を図る。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　施設の耐用年数を延ばすためにも、引き続き予防保全を含む施設の維持修繕を行っていく。




（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

施設利用者等が安心して安全な施設を利用できるよう施設維持に努める。



